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Design and Trial Manufacture of a Stop Watch with a PlC 16F648A Micro Computer 
袴田 吉朗＊ 
Yoshim HAKAMA1A 
Abstract: The material summarizes the design of a stop watch that uses a PlC 16F648A micro computer as a controller. In 
2007,1 made an incentive lecture on a manufacture of a stop watch to the Shizuoka Kita High School students. And I also 
undertook the task of teaching a manufacture of the stop watch. The activities were made in the chain of the Super Science 
High-school (SSH) program. 
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1． はじめに 
























示は 0 クリアされる． 




③ 7セグメント LED 
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④ 電流制限」邸1. 
7セグメントLEDに流す電流を制限するために220Qの電流









設定後，start / stop SWが押されるのを待つ． 
start / stop SWカ斗甲されたら，5ms毎のタイマ10割り込み
を待つ無限ループを実行する（網掛けで示したルー力， 
再びstart / stop SWが押されると，カウントを停止してそ
の時のカウント値を表示する， 




































	 】 PORFB 
MOVWF TRISB 	 】RB0-RB7全出力 
MOVLW B'OOOlOOOl' 
	 ; PORTA 




	 PCON, 3 	 】 4MHz 
④ OPTION REG 
プリスケーラの設定を以下に示す（バンク1). 
MOVLW B'llOOOlOO' 
MOVWF OPTION REG 
⑤ TMRO 























4MHz 一 4MH戸 
(INTOSC) 




















32 s  
であるから，或3）の値を整数化してl'MRO本体が156カウント 


























てIN'IOSC と記述することにより行っている．このときRA6 ノ 
OSC2ピンからはFosc ノ 4=1MHzのクロックが出力される．ま
たRA7/OSClピンは通常のI0ピンとして使用できる． 
なお INTOSC二RC に設定すると，RA6 / OSC2, RA7 / OSC1 
ピンとも通常のI0ピンとして使用できる， 




OSCF=1 4MHz (typical) 
＝ニ 0 48kHz (typical) 
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図5 PCONレジスタ（アドレス8Eh) 
④ タイマ1o割り込みによる lSパルスの作成 












ビット7 	 ビット0 
廟jU l INTEDGl TOCS 











→ PORTB の プルアップ指定 
Lプルアップしない 


















(a') 	 HK luS 
Fosc/ 4 川川川川川川川川川川川川川川I町川川川川川川川II川川川皿II  














































32psx156x 200 一 99840叫S 一 0.9984s 	 ④ 
となり正確には1秒とならない，9分59 秒間では 
0.9984s ×（60×9+59）一 598.042s 












































図 11 にダイナミック点灯制御のフローチャートを示す．Sms 
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に変換して，各LEDに対応させておく必要がある． 






なるまで 60 を引いていき，引くことができた回数を 
M] NlTに格納するー 
② 次のブロックでは，もし上 位桁UP=SEC CNTHが 0なら 



















⑤ LOW の残りをSEC LOWとする． 
の 上位桁からのボローの計算 




る．ビット 7 が1となるブロック（ひま 8 ビットにおける一128 
--1の負数を表すが，これらのブロックにおけるビットの並
びは＋128--+255 を表すブロック②における並びと全く同じで
ある‘ブロック（①x②）は UP の値によって識別できる．このため 









⑨ BCD' 7セグメント変換 
アノードコモン形の7セグメントLED (GL9AO4OG) を使用
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スイッチON 七 数ms続くン安褒餌た 
スイッチの動作 1111 廿 I 
チャタリング 、～ー～ーーノ 
ーーーン二 




































において測定してみたところ，翻京電圧 2.7V-23V において 
1.0093MHz-'i.0089MHzであり，1％ほど進んでいた．消費電流
は70mA 20mAであった， 














きの電源岡王は 2.48V，電流は l2mA である．精度は向上した
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1) Pに16F627A/628A/648A Data sheet Flash一Basa」,8一Bit ) P1C16F627A/628A/648A Data Sheet Hash-Based, 8-
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図18 ダイナミック点灯制御のタイムチャート 
5．むすぴ 
PICL6F64BA を使用したストップウォッチの設計と試作結果
について述べた． 
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